
 

2026 年 8 月リリース  

 
マイナビ進学総合研究所では、進路を考える高校生に対し、高校生の意識や進路選択に関する状況などの把握を

するために、マイナビ進学会員向けの定期調査を実施しております。2021 年 11 月より公開し、今回が 19 回目の実
施となります。 

 
調査結果トピックス 
・高 2 生・高 3 生の年内入試検討割合は半数以上に。 

「総合型選抜（AO 入試）」「学校推薦型選抜（指定校）」「学校推薦型選抜（公募制／自己推薦）」を合わ
せた“年内入試”を検討している割合は、高 3 生 58.2%、高 2 生 52.0%と半数以上に。個別の入試方式で見てみ
ると、高 3 生では、「総合型選抜（AO 入試）」が前回調査から+3.9pt と特に増えている。 
 
・オープンキャンパスで知りたい内容は「学べる内容」が全学年で最多。高 2 生は設備や周辺環境も重視か。 

オープンキャンパスでチェックしたい・知りたい情報についてはいずれの学年でも「学べる内容」がトップに、高 2 生は「学
校の建物や設備」、「学校の所在地や周辺環境」の回答率が 6 割を超える結果に。 
 
・入試方式を検討している高 3 生のうち、約 7 割は高 2 生までに検討開始。 

定点観測の設問とは別に調査。現時点で入試方式を検討している高 3 生は 95.5％。その中で、検討開始時期に
ついては 31.5%が直近 3 か月と回答しているが、約 7 割は高 2 生までの期間で検討を開始している。 

マイナビ進学会員定期調査 《2026 年 6 月実施》 

報告書 

【調査概要】 
□調査名 ︓ マイナビ進学会員定期調査（2026 年 6 月実施） 
□調査方法 : メールにて調査告知を行い、WEB フォームにて回答 
□調査回収期間 : 2026 年 6 月 23 日〜2026 年 6 月 30 日 
□調査対象者 : マイナビ進学会員の高校生 
□有効回答者数 : 864 名（3 年生︓434 名／2 年生︓292 名／1 年生︓126 名／他︓12 名） 

本データを出版・印刷物、WEBサイト等へデータを転載する際には、 

「マイナビ進学会員定期調査 《2026年6月実施》」（マイナビ進学総合研究所調べ）と明記ください。 

資料に関するご質問等に関しては下記までご連絡ください。 

株式会社マイナビ キャリアデザイン事業本部 マイナビ進学総合研究所 
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回答者属性・・・・Ｐ３ 

１ 【定点調査】現在の進路決定・検討状況・・・・Ｐ4 

・あなたの進学先を、大学にするか、短期大学にするか、専門学校にするかについて検討状況を教えてください。 

・あなたの進学先で学びたい分野・系統の検討状況について教えてください。 

・第一志望学校の検討状況について教えてください。 

・直近３カ月で第一志望校を変更しましたか。変更された方は変更した時期も併せて教えてください。 

・直近３カ月で第一志望校が変わった方にお伺いいたします。変わった理由を教えてください。 

・併願する学校の検討状況について教えてください。 

２ 【定点調査】オープンキャンパス・体験入学への参加状況・・・・Ｐ14 

・あなたが大学・短期大学・専門学校のキャンパスで開催されるオープンキャンパス・体験入学に初めて参加した時期をお知らせく

ださい。（※オンライン開催のものは除く） 

・学校キャンパスで開催されるオープンキャンパス・体験入学に今まで参加した学校数をお知らせください。 

・オープンキャンパス・学校見学会などについて、実際に参加した時の目的を選択してください。 

３ 【定点調査】就きたい仕事・取りたい資格の検討状況・・・Ｐ17 

・あなたの将来に就きたい仕事の検討状況をお知らせください。 

・あなたは進学後に取りたい資格は決定していますか。 

４ 【定点調査】現時点で検討している入試方式・・・Ｐ20 

・あなたが現時点で最も強く検討している入試方式をお知らせください。 

５ 【トピックス 1】オープンキャンパスの参加予定について・・・Ｐ22 

・あなたは今後〜8 月中にオープンキャンパス（オンライン開催含む）に参加する予定はありますか。 

・オープンキャンパス・学校見学会などのイベントに参加しようと思うきっかけとなったプログラムをすべてお知らせください。 

・オープンキャンパスで知りたい・チェックしたい情報をお知らせください。 

６ 【トピックス 2】文理選択の理由について・・・Ｐ26 

・あなたは現在在籍している高校で、文系、理系、文理融合のいずれを選択していますか。 

まだ文理選択をしていない場合は、選択予定のものを回答してください。 

・文系を選択された方に伺います。理系を選択しなかった理由にあてはまるものをすべて選択ください。 

・理系を選択された方に伺います。文系を選択しなかった理由にあてはまるものをすべて選択ください。 

7 【トピックス 3】入試方式の検討時期について・・・Ｐ28 

・現時点で最も強く検討している入試方式を検討し始めた時期をお知らせください。 
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■集計方法に関して 
回答者の男女構成比の偏りを補正するため、性別が明らかな回答者については、母集団の男女構成比に合わせて

補正するウェイトバック集計をおこなった。母集団は、令和 7 年度 文部科学省「学校基本調査」確定値における、 
[高等学校の全日制本科 1〜3 年生][中等教育学校の後期課程 1〜3 年生]の生徒数をもとに算出。性別不明
（その他・無回答）については、補正対象外として出現数をそのまま集計対象に含め、全回答者の結果を集計してい
る。 
 
■本報告書の記載について 
 本報告書では、次の通り用語を用いる。 
「前年同時期」 前年度の同じ時期におけるデータを指す。 
「決定割合」 回答選択肢「決定したし、変更しない」および「決定したが変更するかもしれない」の合計割合 
「進路検討割合」 決定割合に回答選択肢「検討しているが、決定はできていない」を加えた合計割合 
 
■グラフの掲載について 
調査対象者数に対して N 値が適切でない場合、非掲載とする。 

 

回答者属性 

     

※四捨五入の関係で合計が 100％とならない場合があります 
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1 現在の進路決定・検討状況 

「進学先の種別」「学びたい分野」「第一志望」「併願学校」といった、進学先決定に関する諸項目の検討・決定状
況を定点調査している。 

高 3 生の進学先種別の決定割合は例年と同程度。約半数は学びたい分野を決定。 

進学先種別（大学/短期大学/専門学校）の検討状況では、高 3 生の「決定したし、変更しない」が 64.7%とな
った。「わからない」などその他の項目も 26 年 3 月卒の同月と大きな差はみられず、例年通り進捗している。 

学びたい分野・系統の検討においては、高 3 生の「決定したし、変更しない」は 48.5%と、昨年の高 3 生の同時
期（51.9%）より微減しているものの、「決定したが変更するかもしれない」と合わせた回答率は＋3.0pt となり、決
定をしている割合は全体で増加している。 
 
■進学先種別（大学／短期大学／専門学校）の検討状況 

 

 

 



マイナビ進学会員定期調査（2026 年 6 月実施） 

5 
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■進学先で学びたい分野・系統の検討状況 
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夏休み前、第一志望校を決定した高校 3 年生は全体の 36.6%。 

第一志望校の検討状況の「決定したし、変更しない」は、高３生で 36.6％と、26 年 3 月卒の前年同月に比べ
+1.0pt と同水準。高 2 生も、高３生の昨年同時期と比べると+1.1pt と、こちらもほぼ同水準という結果に。高１
生は、高 2 生の昨年同時期よりも、決定もしくは検討している割合が+11.8pt と検討開始時期が進んでいる様子が
伺える。 
 
■第一志望学校の検討状況 
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マイナビ進学会員定期調査（2026 年 6 月実施） 

9 

全学年の 2〜3 割が直近 3 カ月で第一志望校を変更。 

直近 3 カ月の第一志望校の変更状況、変更理由についても聴収した。第一志望校を変更した学生のうち、高 2
生、高 1 生では 8 割以上が 5〜6 月に変更していた。また、変更理由については、全学年で「学びたい内容の授業
が別の学校にあったため」が最も多く挙げられた。 
 
■第一志望校の変更状況 
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■第一志望校の変更理由 
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以下、余白 
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併願校の検討状況は、高校 3 年生は例年並み。 

併願校の検討状況の「決定したし、変更しない」の回答割合は、高 3 生が 11.0％で、決定割合でみても前年度
高 3 生の同時期に比べて大きな差は見られなかった。高 2 生の「決定したし、変更しない」の回答割合は 2.5%と前
回調査時から微増したものの、昨年 6 月調査時から継続して低い水準で推移している。 
 
■併願する学校の検討状況 
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2 オープンキャンパス・体験入学への参加状況 

イベント参加（オンライン除く）について、定点調査を行っている。調査項目は「初めて参加した時期」「参加校数」
など。 

高 3 生のリアルイベント参加経験は 8 割以上。平均校数は 3.3 校。 

オンラインを除くリアルイベントに参加したことがある回答割合は、高 3 生で 86.8%、高 2 生で 67.5%、高 1 生で
28.9%。高 1 生は 28 年 3 月卒の前年同月に比べて、＋9.0pt と増加している。 
平均参加校数は全学年で約 2〜3 校と例年と同水準となった。 

 
■オープンキャンパス・体験入学に参加したことがある「割合」（※オンライン除く） 

 
 

 
 

 



マイナビ進学会員定期調査（2026 年 6 月実施） 

15 

■学校キャンパスで開催されるオープンキャンパス・体験入学に参加した「平均校数」（※オンライン除く） 
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イベント参加目的は、志望校の候補になるかを確認する傾向。 

直近 3 カ月に開催されたオープンキャンパスや学校説明会といったイベントの参加目的も聴取した。 
「参加していない」を除いた回答割合では、全学年で「イベントに参加することで志望校の候補になるかを確認する」

が最多となった。今後の進路を具体化する目的で、イベントに参加していると考えられる。 
高３生の４月は「高校で課されたイベント参加という宿題をする」が最多回答だが、６月には「出願する学校としての

最終確認をする」という回答が最も多くなり、より進路検討が進んでいる様子である。 
高 2 生においては「進学する分野を決める」が３か月ともに高い回答率となっている。 

 
■オープンキャンパス・学校説明会に参加した目的（4 月〜6 月開催） 
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3 就きたい仕事・取りたい資格の検討状況 
「就きたい仕事」「取りたい資格」の検討状況を、同様に定点調査を実施。 

高 2 生の就きたい仕事の決定割合は例年よりやや遅れ。 

就きたい仕事について「決定したし、変更しない」の高 2 生の回答割合は 14.4%で、高３生の前年同月と比較しー
2.6pt と例年の高 2 生と比較するとやや遅れが見られる。高１生の回答割合は 13.1%と昨年同時期の 
高 1 生と比較し+7.9pt という結果に。 
取りたい資格の検討状況については、高 2 生の「決定したし、変更しない」が前回調査と比較し＋5.4pt と増加し

た。高 1 生の回答割合は 15.0%とこちらも昨年同時期の高 1 生と比較し+7.4pt と高い回答率となった。 
 
■将来就きたい仕事の検討状況 
 

 
 

 

 



マイナビ進学会員定期調査（2026 年 6 月実施） 

18 

 
 

 
 
 
 
 
 
■進学後に取りたい資格の検討状況 
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4 現時点で検討している入試方式 
大学、短期大学、専門学校いずれかを第一希望進路とした人に、現時点でどの入試方式を検討しているかを定点

調査している。 

高 2 生・高 3 生の年内入試検討割合は半数以上に。 

「総合型選抜（AO 入試）」「学校推薦型選抜（指定校）」「学校推薦型選抜（公募制／自己推薦）」を合
わせた“年内入試”を検討している割合は、高 3 生 58.2%、高 2 生 52.0%、高 1 生 41.8%であった。いずれの
学年も前年同時期の同学年と比較すると微増しており、一番増加しているのは高 2 生で+5pt であった。高 3 生で
は、「総合型選抜（AO 入試）」が前回調査から+3.9pt と特に増えている。 
高２生は前年同時期の高 3 生と比較すると、「総合型選抜（AO 入試）」がやや多く、「一般選抜」が低めとなっ

ている。 
入試方式の多様化・総合型選抜の枠増加に伴って、今後も引き続き注目されるポイントであると言える。 

 
■現時点で最も強く検討している入試方式 
 *大学、短期大学、専門学校いずれかを第一希望進路とした人の回答のみを集計 
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5 【トピックス】オープンキャンパスの参加予定について 

「今後〜8 月中にオープンキャンパス（オンライン開催含む）に参加する予定はありますか」「オープンキャンパス・学校
見学会などのイベントに参加しようと思うきっかけとなったプログラム」「オープンキャンパスで知りたい・チェックしたい情報」
「オープンキャンパスに参加する際の考えに最も当てはまるもの」という設問。 
 
全学年でオープンキャンパスで知りたい内容が「学べる内容」で引き続き最多。 
高 2 生は学校の建物や設備のほか、周辺環境も重視する傾向。 
 
夏のオープンキャンパス参加予定について、高 3 生の「必ず参加したい」は 40.0%となった。同学年の一年前（25

年 6 月調査時の高 2 生）から横ばいだが、「参加しない」と回答した割合は 11.9%と 4.3pt 増加している。 
オープンキャンパスでチェックしたい・知りたい情報については、いずれの学年でも全体の 7 割以上が「学べる内容」に回

答し 25 年 6 月調査に引き続き最多となった。 
高 2 生は「学校の建物や設備」、「学校の所在地や周辺環境」の回答率が 6 割を超えており、25 年 6 月調査と

比べても高い回答率となっている。（※１） 
※1 参考︓マイナビ進学会員定期調査（2025 年 6 月実施）P.22,23 

 
■今後〜８月中にオープンキャンパス（オンライン開催含む）の参加予定 
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■オープンキャンパス・学校見学会などのイベントに参加しようと思うきっかけとなったプログラム 
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■オープンキャンパスで知りたい・チェックしたい情報 
 

 

順位 項目 回答割合 項目 回答割合 項目 回答割合
1位 全体説明／ガイダンス 64.5% 全体説明／ガイダンス 58.3% 入試説明 65.2%
2位 学部説明 53.1% 学部説明 54.7% 全体説明／ガイダンス 57.5%
3位 キャンパスツアー 48.8% キャンパスツアー 46.1% 学部説明 51.1%
4位 模擬授業（講義／授業形式） 31.6% 入試説明 39.9% 模擬授業（講義／授業形式） 36.0%
5位 入試説明 31.4% 模擬授業（講義／授業形式） 29.2% キャンパスツアー 33.9%
6位 学食体験 22.9% 学食体験 22.9% 在学生との面談や座談会 25.3%
7位 在学生との面談や座談会 19.9% 模擬授業（実習形式） 22.4% 模擬授業（実習形式） 22.2%

8位 模擬授業（実習形式） 18.7% 在学生との面談や座談会 18.7% 受験対策講座（小論文・志望
理由書・面接） 21.4%

9位 教職員との面談 17.5% 教職員との面談 14.4% 教職員との面談 21.0%

10位 受験対策講座（5教科） 13.2% 受験対策講座（小論文・志望
理由書・面接） 12.7% 学食体験 16.2%

11位 受験対策講座（小論文・志望
理由書・面接） 13.2% 受験対策講座（5教科） 8.8% 受験対策講座（5教科） 14.5%

12位 特にない 7.6% 特にない 5.8% 特にない 3.8%
13位 その他（FA) 1.5% その他（FA) 2.9% その他（FA) 2.0%

現高校1年生（N=88） 現高校2年生（N=239） 現高校3年生（N=296）
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以下、余白 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

順位 項目 回答割合 項目 回答割合 項目 回答割合
1位 学べる内容 75.8% 学べる内容 80.9% 学べる内容 77.3%
2位 学校の建物や設備 58.3% 学校の建物や設備 65.6% 取れる資格 52.3%
3位 取れる資格 57.7% 学校の所在地や周辺環境 61.6% 入試方法 51.8%
4位 学費 55.3% 取れる資格 58.7% 在校生の雰囲気 51.2%
5位 在校生の雰囲気 52.3% 入試方法 52.1% 学校の建物や設備 50.0%
6位 入試方法 51.6% 在校生の雰囲気 52.1% 学費 44.3%
7位 学校の所在地や周辺環境 49.5% 自分の学力との相性 50.2% 学校の所在地や周辺環境 42.5%
8位 自分の学力との相性 49.3% 学費 47.4% 自分の学力との相性 38.8%
9位 就職率の高さ 48.1% 就職率の高さ 45.2% 就職率の高さ 38.3%
10位 実家からの距離 31.2% 実家からの距離 31.3% 奨学金制度 27.1%
11位 奨学金制度 29.6% 奨学金制度 31.0% 実家からの距離 24.1%
12位 部活などの課外活動 25.6% 部活などの課外活動 25.4% 部活などの課外活動 23.1%
13位 留学などの特別カリキュラム 19.1% 留学などの特別カリキュラム 14.7% 留学などの特別カリキュラム 18.4%
14位 その他 1.0% その他 1.6% その他 1.7%

現高校1年生（N=126） 現高校2年生（N=292） 現高校3年生（N=434）
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6 【トピックス】文理選択の理由について 

今回は「文系、理系、文理融合の選択状況」の他、文理のうち選択しなかった分野について、なぜ選択しなかったのか
理由を訊いた。 

文系、理系いずれも「苦手意識」や「興味の有無」が影響する傾向に。 

文系選択者はいずれの学年でも「高校の理系科目が苦手だから」が 6 割を超える最多回答となった。次いで「学べ
る内容に興味がなかったから」「進学後の授業が難しそうだから」と続いた。 
理系選択者はいずれの学年でも「学べる内容に興味がなかったから」が最多回答となった。次いで「文系に魅力的な

職業がなかったから」「高校の文系科目が苦手だから」と続いている。 
文理いずれの選択者も、分野そのものが苦手もしくは興味がないと回答する割合が多い結果となった。 

 
■文理選択状況 
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■文系選択者が理系を選択しなかった理由 

 
 
■理系選択者が文系を選択しなかった理由 
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7 【トピックス】入試方式の検討時期について 

定点観測の設問とは別で、今回は「現時点で最も強く検討している入試方式」の「検討開始時期」を聞いた。 

高 3 生のほとんどが入試方式を検討している中で、約 7 割は高 2 生までに検討開始していた。 

現時点で入試方式を検討している高 3 生は 95.8％。その中で、検討開始時期については 31.5%が直近 3 か月
と回答しているが、約 7 割は高 2 生までの期間で検討を開始している。 
 
■入試方式の検討割合 

 

■入試方式の検討開始時期の推移 

 
 


